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(57)【要約】
【課題】簡易な通信手順のままでレンズの着脱検知を行
うことが可能なアクセサリー、カメラボディおよびカメ
ラシステムを提供する。
【解決手段】第３アクセサリー接点を介した第１データ
信号の入力動作および第４アクセサリー接点を介した第
２データ信号の出力動作を抑止する期間において、カメ
ラボディに対して第１の真理値に対応するレベルの信号
が出力される第５アクセサリー接点と、第２アクセサリ
ー接点に入力されるクロック信号に同期して、第３アク
セサリー接点を介したカメラボディからの第１データ信
号の入力動作と、第４アクセサリー接点を介したカメラ
ボディへの第２データ信号の出力動作とを行い、第１ア
クセサリー接点を介してカメラボディから動作電圧が供
給されている場合には、第５アクセサリー接点に第１の
真理値に対応するレベルの信号が出力される継続時間を
所定時間未満に制御するアクセサリー側通信制御手段と
を備えるアクセサリー。
【選択図】図１



(2) JP 2012-190024 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第４ボディ接点と、第５ボ
ディ接点とを備え、前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して第１の真理
値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されていることを検知する
カメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、
　前記カメラボディに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第１ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから動作電圧の供給を受ける第１アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第２ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから出力されたクロック信号が入力される第２アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第３ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから第１データ信号が入力される第３アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第４ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディに対して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第５ボディ接点に接続され、前記第３ア
クセサリー接点を介した前記第１データ信号の入力動作および前記第４アクセサリー接点
を介した前記第２データ信号の出力動作を抑止する期間において、前記カメラボディに対
して前記第１の真理値に対応するレベルの信号が出力される第５アクセサリー接点と、
　前記第２アクセサリー接点に入力される前記クロック信号に同期して、前記第３アクセ
サリー接点を介した前記カメラボディからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第４
アクセサリー接点を介した前記カメラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行う
アクセサリー側通信制御手段と、
を備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給されている場合には、前記第５アクセサリー接点に前記第１
の真理値に対応するレベルの信号が出力される継続時間を前記所定時間未満に制御するこ
とを特徴とするアクセサリー。
【請求項２】
　第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第４ボディ接点と、第５ボ
ディ接点とを備え、前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して第１の真理
値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されていることを検知する
カメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、
　前記カメラボディに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第１ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから動作電圧の供給を受ける第１アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第２ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから出力されたクロック信号が入力される第２アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第３ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから第１データ信号が入力される第３アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第４ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディに対して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第５ボディ接点に接続され、前記第３ア
クセサリー接点を介した前記第１データ信号の入力動作および前記第４アクセサリー接点
を介した前記第２データ信号の出力動作を抑止する期間において、前記カメラボディに対
して前記第１の真理値に対応するレベルの信号が出力される第５アクセサリー接点と、
　前記第２アクセサリー接点に入力される前記クロック信号に同期して、前記第３アクセ
サリー接点を介した前記カメラボディからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第４
アクセサリー接点を介した前記カメラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行う
アクセサリー側通信制御手段と、
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を備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給されている場合には、前記カメラボディから前記アクセサリ
ーが取り外されていると検出させないような前記信号を、前記第５アクセサリー接点から
出力させるように制御することを特徴とするアクセサリー。
【請求項３】
　第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第４ボディ接点と、第５ボ
ディ接点とを備え、前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して第１の真理
値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されていることを検知する
カメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、
　前記カメラボディに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第１ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから動作電圧の供給を受ける第１アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第２ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから出力されたクロック信号が入力される第２アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第３ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディから第１データ信号が入力される第３アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第４ボディ接点に接続され、前記カメラ
ボディに対して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、
　前記カメラボディに装着されているときに前記第５ボディ接点に接続され、前記第３ア
クセサリー接点を介した前記第１データ信号の入力動作および前記第４アクセサリー接点
を介した前記第２データ信号の出力動作を抑止する期間において、前記カメラボディに対
して前記第１の真理値に対応するレベルの信号が出力される第５アクセサリー接点と、
　前記第２アクセサリー接点に入力される前記クロック信号に同期して、前記第３アクセ
サリー接点を介した前記カメラボディからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第４
アクセサリー接点を介した前記カメラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行う
アクセサリー側通信制御手段と、
を備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給されている場合には、前記カメラボディから前記アクセサリ
ーが取り外されていると前記カメラボディに認識させないように、前記第５アクセサリー
接点からの前記信号の出力を制御することを特徴とするアクセサリー。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のアクセサリーにおいて、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給され、且つ前記アクセサリー側通信制御手段により前記第１
データ信号の入力動作または前記第２データ信号の出力動作が行われている場合には、前
記第５アクセサリー接点に前記第１の真理値とは異なる第２の真理値に対応するレベルの
信号を出力することを特徴とするアクセサリー。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のアクセサリーにおいて、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１データ信号の入力動作または前記第２デ
ータ信号の出力動作において、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリー接点
のうち前記第５アクセサリー接点の信号レベルの変化が最も少なくなるように、前記第２
アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリー接点の信号レベルを制御することを特徴とす
るアクセサリー。
【請求項６】
　請求項５に記載のアクセサリーにおいて、
　前記カメラボディが有する前記第１ボディ接点乃至前記第５ボディ接点とは異なる４つ
のボディ接点であって、前記第１データ信号の入力動作とも前記第２データ信号の出力動
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作とも異なる通信動作のための４つのボディ接点に対してそれぞれ接続される４つのアク
セサリー接点を更に備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサ
リー接点と、前記４つのアクセサリー接点と、のうち前記第５アクセサリー接点の信号レ
ベルの変化が最も少なくなるように、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリ
ーと前記４つのアクセサリー接点との信号レベルを制御することを特徴とするアクセサリ
ー。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のアクセサリーにおいて、
　前記第５アクセサリー接点は、前記アクセサリー内においてプルダウン抵抗を介して接
地されることを特徴とするアクセサリー。
【請求項８】
　第１アクセサリー接点と、第２アクセサリー接点と、第３アクセサリー接点と、第４ア
クセサリー接点と、第５アクセサリー接点とを有するアクセサリーが、着脱可能に取り付
けられる取付手段と、
　前記アクセサリーに装着されているときに前記第１アクセサリー接点に接続され、前記
アクセサリーに対して動作電圧を供給する第１ボディ接点と、
　前記アクセサリーに装着されているときに前記第２アクセサリー接点に接続され、前記
アクセサリーに対してクロック信号が出力される第２ボディ接点と、
　前記アクセサリーに装着されているときに前記第３アクセサリー接点に接続され、前記
アクセサリーに対して第１データ信号が出力される第３ボディ接点と、
　前記アクセサリーに装着されているときに前記第４アクセサリー接点に接続され、前記
アクセサリーから第２データ信号が入力される第４ボディ接点と、
　前記アクセサリーに装着されているときに前記第５アクセサリー接点に接続され、前記
第３ボディ接点を介した前記第１データ信号の出力動作および前記第４ボディ接点を介し
た前記第２データ信号の入力動作を抑止する期間において、前記アクセサリーから第１の
真理値に対応するレベルの信号が入力される第５ボディ接点と、
　前記第２ボディ接点から前記クロック信号を出力すると共に、当該クロック信号に同期
して、前記第３ボディ接点を介した前記アクセサリーへの前記第１データ信号の出力動作
と、前記第４ボディ接点を介した前記アクセサリーからの前記第２データ信号の入力動作
とを行うボディ側通信制御手段と、
　前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して前記第１の真理値に対応する
信号レベルである場合には前記アクセサリーが取り外されていることを検知する着脱検知
手段と、
を備え、
　前記ボディ側通信制御手段は、前記取付手段に前記アクセサリーが取り付けられている
場合、前記第５ボディ接点を介して、前記所定時間以上連続して前記第１の真理値に対応
する信号レベルになることのない前記信号を受信することを特徴とするカメラボディ。
【請求項９】
　請求項８に記載のカメラボディにおいて、
　前記ボディ側通信制御手段は、前記ボディ側通信制御手段により前記第１データ信号の
出力動作または前記第２データ信号の入力動作が行われている場合には、前記第５ボディ
接点から前記第１の真理値とは異なる第２の真理値に対応するレベルの信号を受信し、前
記第１データ信号の出力動作または前記第２データ信号の入力動作を行っていない場合に
は、前記第５ボディ接点から前記第１の真理値に対応するレベルの信号を受信することを
特徴とするカメラボディ。
【請求項１０】
　請求項８または９に記載のカメラボディにおいて、
　前記ボディ側通信制御手段は、前記第１データ信号の出力動作または前記第２データ信
号の入力動作において、前記第５ボディ接点を介して、前記第２ボディ接点乃至前記第５
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ボディ接点の各々を介して授受される信号のうち信号レベルの変化が最も少ない信号を受
信することを特徴とするカメラボディ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のカメラボディにおいて、
　前記アクセサリーが有する４つのアクセサリー接点にそれぞれ接続される、前記第１ボ
ディ接点乃至前記第５ボディ接点とは異なる４つのボディ接点であって、前記第１データ
信号の出力動作とも前記第２データ信号の入力動作とも異なる通信動作のための４つのボ
ディ接点を更に備え、
　前記ボディ側通信制御手段は、前記第１データ信号の出力動作または前記第２データ信
号の入力動作において、前記第５ボディ接点を介して、前記第２ボディ接点乃至前記第５
ボディ接点と、前記４つのボディ接点と、の各々を介して授受される信号のうち信号レベ
ルの変化が最も少ない信号を受信することを特徴とするカメラボディ。
【請求項１２】
　カメラボディと、前記カメラボディに対して着脱が可能なアクセサリーと、から成るカ
メラシステムであって、
　前記カメラボディは、
　　前記アクセサリーに対して動作電圧を供給する第１ボディ接点と、
　　前記アクセサリーに対してクロック信号が出力される第２ボディ接点と、
　　前記アクセサリーに対して第１データ信号が出力される第３ボディ接点と、
　　前記アクセサリーから第２データ信号が入力される第４ボディ接点と、
　　前記第３ボディ接点を介した前記第１データ信号の出力動作および前記第４ボディ接
点を介した前記第２データ信号の入力動作を抑止する期間において、前記アクセサリーか
ら第１の真理値に対応するレベルの信号が入力される第５ボディ接点と、
　　前記第２ボディ接点から前記クロック信号を出力すると共に、当該クロック信号に同
期して、前記第３ボディ接点を介した前記アクセサリーへの前記第１データ信号の出力動
作と、前記第４ボディ接点を介した前記アクセサリーからの前記第２データ信号の入力動
作とを行うボディ側通信制御手段と、
　　前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して前記第１の真理値に対応す
る信号レベルである場合には前記アクセサリーが取り外されていることを検知する着脱検
知手段と、
を備え、
　前記アクセサリーは、
　　前記第１ボディ接点に接続される第１アクセサリー接点と、
　　前記第２ボディ接点に接続される第２アクセサリー接点と、
　　前記第３ボディ接点に接続される第３アクセサリー接点と、
　　前記第４ボディ接点に接続される第４アクセサリー接点と、
　　前記第５ボディ接点に接続される第５アクセサリー接点と、
　　前記第２アクセサリー接点に入力される前記クロック信号に同期して、前記第３アク
セサリー接点を介した前記カメラボディからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第
４アクセサリー接点を介した前記カメラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行
うアクセサリー側通信制御手段と、
を備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給されている場合には、第５アクセサリー接点に前記第１の真
理値に対応するレベルの前記信号が出力される継続時間を前記所定時間未満に制御するこ
とを特徴とするカメラシステム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のカメラシステムにおいて、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメラボ
ディから前記動作電圧が供給され、且つ前記アクセサリー側通信制御手段により前記第１
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データ信号の入力動作または前記第２データ信号の出力動作が行われている場合には、前
記第５アクセサリー接点に前記第１の真理値とは異なる第２の真理値に対応するレベルの
信号を出力し、前記第１データ信号の入力動作または前記第２データ信号の出力動作を行
っていない場合には、前記第５アクセサリー接点に前記第１の真理値に対応するレベルの
信号を出力することを特徴とするカメラシステム。
【請求項１４】
　請求項１２または１３に記載のカメラシステムにおいて、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１データ信号の入力動作または前記第２デ
ータ信号の出力動作において、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリー接点
のうち前記第５アクセサリー接点の信号レベルの変化が最も少なくなるように、前記第２
アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリー接点を制御することを特徴とするカメラシス
テム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のカメラシステムにおいて、
　前記カメラボディは、前記第１ボディ接点乃至前記第５ボディ接点とは異なる４つのボ
ディ接点であって、前記第１データ信号の出力動作とも前記第２データ信号の入力動作と
も異なる通信動作のための４つのボディ接点を更に備え、
　前記アクセサリーは、前記４つのボディ接点に対してそれぞれ接続される４つのアクセ
サリー接点を更に備え、
　前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサ
リー接点と、前記４つのアクセサリー接点と、のうち前記第５アクセサリー接点の信号レ
ベルの変化が最も少なくなるように、前記第２アクセサリー接点乃至前記第５アクセサリ
ー接点と前記４つのアクセサリー接点とを制御することを特徴とするカメラシステム。
【請求項１６】
　請求項１２～１５のいずれか一項に記載のカメラシステムにおいて、
　前記第５アクセサリー接点は、前記アクセサリー内においてプルダウン抵抗を介して接
地されることを特徴とするカメラシステム。
【請求項１７】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のアクセサリーにおいて、
　前記アクセサリーは、前記カメラボディに着脱可能な交換レンズであることを特徴とす
るアクセサリー。
【請求項１８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のアクセサリーにおいて、
　前記アクセサリーは、
　２つのマウント部を備え、
　前記２つのマウント部のうちの一方のマウント部において前記カメラボディを着脱可能
であり、且つ前記カメラボディに着脱不能な交換レンズを前記他方のマウント部において
着脱可能な中間アクセサリーであることを特徴とするアクセサリー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクセサリー、カメラボディおよびカメラシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラボディと交換レンズとの間に通信用の接点を設けたカメラシステムが知ら
れている。このようなカメラシステムにおいて、通信用の接点を用いた交換レンズの着脱
検知を行うものが存在する。例えば特許文献１には、撮影レンズ鏡筒とカメラボディとの
間の通信ラインＢＩＮＴＬを用いて撮影レンズ鏡筒の装着を検知するカメラシステムが記
載されている。通信ラインＢＩＮＴＬはカメラボディが入力と出力の両方に用いる通信ラ
インであり、カメラボディ内のＢＣＰＵは、着脱検知時には当該通信ラインの端子を入力
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に、通信時には当該端子を出力に切り替える必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－９５１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された着脱検知機構は、構成が複雑になるという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第
４ボディ接点と、第５ボディ接点とを備え、第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上
連続して第１の真理値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されて
いることを検知するカメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、カメラボデ
ィに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、カメラボディに装着されているときに
第１ボディ接点に接続され、カメラボディから動作電圧の供給を受ける第１アクセサリー
接点と、カメラボディに装着されているときに第２ボディ接点に接続され、カメラボディ
から出力されたクロック信号が入力される第２アクセサリー接点と、カメラボディに装着
されているときに第３ボディ接点に接続され、カメラボディから第１データ信号が入力さ
れる第３アクセサリー接点と、カメラボディに装着されているときに第４ボディ接点に接
続され、カメラボディに対して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、カ
メラボディに装着されているときに第５ボディ接点に接続され、第３アクセサリー接点を
介した第１データ信号の入力動作および第４アクセサリー接点を介した第２データ信号の
出力動作を抑止する期間において、カメラボディに対して第１の真理値に対応するレベル
の信号が出力される第５アクセサリー接点と、第２アクセサリー接点に入力されるクロッ
ク信号に同期して、第３アクセサリー接点を介したカメラボディからの第１データ信号の
入力動作と、第４アクセサリー接点を介したカメラボディへの第２データ信号の出力動作
とを行うアクセサリー側通信制御手段と、を備え、アクセサリー側通信制御手段は、第１
アクセサリー接点を介してカメラボディから動作電圧が供給されている場合には、第５ア
クセサリー接点に第１の真理値に対応するレベルの信号が出力される継続時間を所定時間
未満に制御することを特徴とするアクセサリーである。
　請求項２に係る発明は、第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第
４ボディ接点と、第５ボディ接点とを備え、前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間
以上連続して第１の真理値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外さ
れていることを検知するカメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、前記カ
メラボディに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、前記カメラボディに装着され
ているときに前記第１ボディ接点に接続され、前記カメラボディから動作電圧の供給を受
ける第１アクセサリー接点と、前記カメラボディに装着されているときに前記第２ボディ
接点に接続され、前記カメラボディから出力されたクロック信号が入力される第２アクセ
サリー接点と、前記カメラボディに装着されているときに前記第３ボディ接点に接続され
、前記カメラボディから第１データ信号が入力される第３アクセサリー接点と、前記カメ
ラボディに装着されているときに前記第４ボディ接点に接続され、前記カメラボディに対
して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、前記カメラボディに装着され
ているときに前記第５ボディ接点に接続され、前記第３アクセサリー接点を介した前記第
１データ信号の入力動作および前記第４アクセサリー接点を介した前記第２データ信号の
出力動作を抑止する期間において、前記カメラボディに対して前記第１の真理値に対応す
るレベルの信号が出力される第５アクセサリー接点と、前記第２アクセサリー接点に入力
される前記クロック信号に同期して、前記第３アクセサリー接点を介した前記カメラボデ
ィからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第４アクセサリー接点を介した前記カメ
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ラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行うアクセサリー側通信制御手段と、を
備え、前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメ
ラボディから前記動作電圧が供給されている場合には、前記カメラボディから前記アクセ
サリーが取り外されていると検出させないような前記信号を、前記第５アクセサリー接点
から出力させるように制御することを特徴とするアクセサリーである。
　請求項３に係る発明は、第１ボディ接点と、第２ボディ接点と、第３ボディ接点と、第
４ボディ接点と、第５ボディ接点とを備え、前記第５ボディ接点の信号レベルが所定時間
以上連続して第１の真理値に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外さ
れていることを検知するカメラボディに対し、着脱可能なアクセサリーであって、前記カ
メラボディに対して着脱可能に取り付けられる取付手段と、前記カメラボディに装着され
ているときに前記第１ボディ接点に接続され、前記カメラボディから動作電圧の供給を受
ける第１アクセサリー接点と、前記カメラボディに装着されているときに前記第２ボディ
接点に接続され、前記カメラボディから出力されたクロック信号が入力される第２アクセ
サリー接点と、前記カメラボディに装着されているときに前記第３ボディ接点に接続され
、前記カメラボディから第１データ信号が入力される第３アクセサリー接点と、前記カメ
ラボディに装着されているときに前記第４ボディ接点に接続され、前記カメラボディに対
して第２データ信号が出力される第４アクセサリー接点と、前記カメラボディに装着され
ているときに前記第５ボディ接点に接続され、前記第３アクセサリー接点を介した前記第
１データ信号の入力動作および前記第４アクセサリー接点を介した前記第２データ信号の
出力動作を抑止する期間において、前記カメラボディに対して前記第１の真理値に対応す
るレベルの信号が出力される第５アクセサリー接点と、前記第２アクセサリー接点に入力
される前記クロック信号に同期して、前記第３アクセサリー接点を介した前記カメラボデ
ィからの前記第１データ信号の入力動作と、前記第４アクセサリー接点を介した前記カメ
ラボディへの前記第２データ信号の出力動作とを行うアクセサリー側通信制御手段と、を
備え、前記アクセサリー側通信制御手段は、前記第１アクセサリー接点を介して前記カメ
ラボディから前記動作電圧が供給されている場合には、前記カメラボディから前記アクセ
サリーが取り外されていると前記カメラボディに認識させないように、前記第５アクセサ
リー接点からの前記信号の出力を制御することを特徴とするアクセサリーである。
　請求項８に係る発明は、第１アクセサリー接点と、第２アクセサリー接点と、第３アク
セサリー接点と、第４アクセサリー接点と、第５アクセサリー接点とを有するアクセサリ
ーが、着脱可能に取り付けられる取付手段と、アクセサリーに装着されているときに第１
アクセサリー接点に接続され、アクセサリーに対して動作電圧を供給する第１ボディ接点
と、アクセサリーに装着されているときに第２アクセサリー接点に接続され、アクセサリ
ーに対してクロック信号が出力される第２ボディ接点と、アクセサリーに装着されている
ときに第３アクセサリー接点に接続され、アクセサリーに対して第１データ信号が出力さ
れる第３ボディ接点と、アクセサリーに装着されているときに第４アクセサリー接点に接
続され、アクセサリーから第２データ信号が入力される第４ボディ接点と、アクセサリー
に装着されているときに第５アクセサリー接点に接続され、第３ボディ接点を介した第１
データ信号の出力動作および第４ボディ接点を介した第２データ信号の入力動作を抑止す
る期間において、アクセサリーから第１の真理値に対応するレベルの信号が入力される第
５ボディ接点と、第２ボディ接点からクロック信号を出力すると共に、当該クロック信号
に同期して、第３ボディ接点を介したアクセサリーへの第１データ信号の出力動作と、第
４ボディ接点を介したアクセサリーからの第２データ信号の入力動作とを行うボディ側通
信制御手段と、第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して第１の真理値に対応
する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されていることを検知する着脱検知
手段と、を備え、ボディ側通信制御手段は、取付手段にアクセサリーが取り付けられてい
る場合、第５ボディ接点を介して、所定時間以上連続して第１の真理値に対応する信号レ
ベルになることのない信号を受信することを特徴とするカメラボディである。
　請求項１２に係る発明は、カメラボディと、カメラボディに対して着脱が可能なアクセ
サリーと、から成るカメラシステムであって、カメラボディは、アクセサリーに対して動
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作電圧を供給する第１ボディ接点と、アクセサリーに対してクロック信号が出力される第
２ボディ接点と、アクセサリーに対して第１データ信号が出力される第３ボディ接点と、
アクセサリーから第２データ信号が入力される第４ボディ接点と、第３ボディ接点を介し
た第１データ信号の出力動作および第４ボディ接点を介した第２データ信号の入力動作を
抑止する期間において、アクセサリーから第１の真理値に対応するレベルの信号が入力さ
れる第５ボディ接点と、第２ボディ接点からクロック信号を出力すると共に、当該クロッ
ク信号に同期して、第３ボディ接点を介したアクセサリーへの第１データ信号の出力動作
と、第４ボディ接点を介したアクセサリーからの第２データ信号の入力動作とを行うボデ
ィ側通信制御手段と、第５ボディ接点の信号レベルが所定時間以上連続して第１の真理値
に対応する信号レベルである場合にはアクセサリーが取り外されていることを検知する着
脱検知手段と、を備え、アクセサリーは、第１ボディ接点に接続される第１アクセサリー
接点と、第２ボディ接点に接続される第２アクセサリー接点と、第３ボディ接点に接続さ
れる第３アクセサリー接点と、第４ボディ接点に接続される第４アクセサリー接点と、第
５ボディ接点に接続される第５アクセサリー接点と、第２アクセサリー接点に入力される
クロック信号に同期して、第３アクセサリー接点を介したカメラボディからの第１データ
信号の入力動作と、第４アクセサリー接点を介したカメラボディへの第２データ信号の出
力動作とを行うアクセサリー側通信制御手段と、を備え、アクセサリー側通信制御手段は
、第１アクセサリー接点を介してカメラボディから動作電圧が供給されている場合には、
第５アクセサリー接点に第１の真理値に対応するレベルの信号が出力される継続時間を所
定時間未満に制御することを特徴とするカメラシステムである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、簡易な構成でレンズの着脱検知を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明を適用したレンズ交換式のカメラシステムを示した斜視図である。
【図２】本発明を適用したレンズ交換式のカメラシステムを示した断面図である。
【図３】保持部１０２，２０２の詳細を示す模式図である。
【図４】コマンドデータ通信の例を示すタイミングチャートである。
【図５】ホットライン通信の例を示すタイミングチャートである。
【図６】レンズ着脱検知部１１９が交換レンズ２００の着脱を検知する様子を示したタイ
ミングチャートである。
【図７】本発明を適用した、中間アダプタを含むレンズ交換式のカメラシステムを示した
斜視図である。
【図８】本発明を適用した、中間アダプタを含むレンズ交換式のカメラシステムを示した
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明を適用したレンズ交換式のカメラシステムを示した斜視図である。なお
、図１では本発明に係わる機器および装置のみを示し、それ以外の機器および装置につい
ては図示と説明を省略する。カメラシステム１は、カメラボディ１００と、カメラボディ
１００に着脱可能な交換レンズ２００とから構成される。
【０００９】
　カメラボディ１００には交換レンズ２００が着脱可能に取り付けられるボディ側マウン
ト部１０１が設けられている。カメラボディ１００のボディ側マウント部１０１の近傍（
ボディ側マウント部１０１の内周側）の位置には、ボディ側マウント部１０１の内周側に
部分的に突出する状態で、接点を保持する保持部（電気的な接続部）１０２が設けられて
いる。この保持部１０２には複数の接点が設けられている。
【００１０】
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　また交換レンズ２００には、ボディ側マウント部１０１に対応し、カメラボディ１００
が着脱可能に取り付けられるレンズ側マウント部２０１が設けられている。交換レンズ２
００のレンズ側マウント部２０１の近傍（レンズ側マウント部２０１の内周側）の位置に
は、レンズ側マウント部２０１の内周側に部分的に突出する状態で、接点を保持する保持
部（電気的な接続部）２０２が設けられている。この保持部２０２には複数の接点が設け
られている。
【００１１】
　カメラボディ１００に交換レンズ２００が装着されると、複数の接点が設けられた保持
部１０２が、複数の接点が設けられた保持部２０２に電気的に且つ物理的に接続される。
両保持部１０２，２０２は、カメラボディ１００から交換レンズ２００への電力供給、お
よび、カメラボディ１００と交換レンズ２００との信号の送受信に利用される。
【００１２】
　カメラボディ１００内のボディ側マウント部１０１後方には、例えばＣＭＯＳやＣＣＤ
などの撮像素子１０４が設けられる。カメラボディ１００の上方には、入力装置たるボタ
ン１０７が設けられている。ユーザはボタン１０７等の入力装置を用いてカメラボディ１
００に撮影指示や撮影条件の設定指示等を行う。
【００１３】
　図２は、本発明を適用したレンズ交換式のカメラシステムを示した断面図である。交換
レンズ２００は、被写体像を結像させる結像光学系２１０を備える。結像光学系２１０は
複数のレンズ２１０ａ～２１０ｃにより構成されている。これら複数のレンズ２１０ａ～
２１０ｃには、被写体像のピント位置を制御するためのフォーカシングレンズ２１０ｂが
含まれている。
【００１４】
　交換レンズ２００の内部には、交換レンズ２００の各部の制御を司るレンズ側制御部２
０３が設けられている。レンズ側制御部２０３は不図示のマイクロコンピュータおよびそ
の周辺回路等により構成される。レンズ側制御部２０３には、レンズ側第１通信部２１７
、レンズ側第２通信部２１８、レンズ駆動部２１２、レンズ位置検出部２１３、ＲＯＭ２
１５、およびＲＡＭ２１６が接続されている。
【００１５】
　レンズ側第１通信部２１７およびレンズ側第２通信部２１８は、保持部２０２に設けら
れた各通信接点を介してカメラボディ１００との間で信号の授受を行うことにより、カメ
ラボディ１００とのデータ通信を行う。レンズ駆動部２１２は例えばステッピングモータ
等のアクチュエータを有し、レンズ駆動部２１２に入力された信号に応じてフォーカシン
グレンズ２１０ｂを駆動する。レンズ位置検出部２１３は、例えばレンズ駆動部２１２が
有するステッピングモータに入力された信号のパルス数を計数して、フォーカシングレン
ズ２１０ｂの位置を検出する。あるいは、交換レンズ２００に設けられた周知の距離エン
コーダ等を用いてフォーカシングレンズ２１０ｂの位置を検出してもよい。
【００１６】
　ＲＯＭ２１５は不揮発性の記憶媒体であり、レンズ側制御部２０３が実行する所定の制
御プログラム等が予め記憶される。ＲＡＭ２１６は揮発性の記憶媒体であり、レンズ側制
御部２０３により各種データの記憶領域として利用される。
【００１７】
　撮像素子１０４の前面には、撮像素子１０４の露光状態を制御するためのシャッター１
１５と、光学的ローパスフィルターや赤外線カットフィルターを組み合わせた光学フィル
ター１１６とが設けられている。結像光学系２１０を透過した被写体光は、シャッター１
１５およびフィルター１１６を介して撮像素子１０４に入射する。
【００１８】
　カメラボディ１００の内部には、カメラボディ１００の各部の制御を司るボディ側制御
部１０３が設けられている。ボディ側制御部１０３は不図示のマイクロコンピュータ、Ｒ
ＡＭおよびその周辺回路等により構成される。ボディ側制御部１０３にはボディ側第１通
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信部１１７、ボディ側第２通信部１１８、およびレンズ着脱検知部１１９が接続されてい
る。
【００１９】
　ボディ側第１通信部１１７は保持部１０２に設けられた各通信接点を介して交換レンズ
２００内のレンズ側第１通信部２１７との間で信号の授受を行うことにより、レンズ側第
１通信部２１７とのデータ通信を行う。同様に、ボディ側第２通信部１１８は保持部１０
２に設けられた各通信接点を介して交換レンズ２００内のレンズ側第２通信部２１８との
間で信号の授受を行うことにより、レンズ側第２通信部２１８とのデータ通信を行う。レ
ンズ着脱検知部１１９は保持部１０２に設けられた複数の接点のうち後述する特定の接点
の信号レベルに基づいて交換レンズ２００の着脱を検知する。
【００２０】
　カメラボディ１００の背面には、ＬＣＤパネル等により構成される表示装置１１１が配
置される。ボディ側制御部１０３はこの表示装置１１１に対し、撮像素子１０４の出力に
基づく被写体の画像（いわゆるスルー画）や、撮影条件等を設定するための各種のメニュ
ー画面を表示する。
【００２１】
（保持部１０２，２０２の説明）
　図３は保持部１０２，２０２の詳細を示す模式図である。図３に示すように、保持部１
０２はＢＰ１～ＢＰ１２の１２個の接点を有する。また保持部２０２は、上記の１２個の
接点にそれぞれ対応する、ＬＰ１～ＬＰ１２の１２個の接点を有する。以下、ＢＰ１～Ｂ
Ｐ１２をボディ側接点、ＬＰ１～ＬＰ１２をレンズ側接点と称する。
【００２２】
　ボディ側接点ＢＰ１およびＢＰ２は、カメラボディ１００内の第１電源回路１２０に接
続されている。第１電源回路１２０は、ボディ側接点ＢＰ１に、レンズ駆動部２１２を除
く交換レンズ２００内の各部の動作電圧を供給する。すなわち、ボディ側マウント部１０
１およびレンズ側マウント部２０１を介して、カメラボディ１００に交換レンズ２００が
装着されている場合には、ボディ側接点ＢＰ１およびレンズ側接点ＬＰ１からは、レンズ
駆動部２１２を除く交換レンズ２００内の各部（レンズ側第１通信部２１７およびレンズ
側第２通信部２１８を含む）の動作電圧が供給される。ボディ側接点ＢＰ２は、上記の動
作電圧に対応する接地端子である。すなわち、ボディ側接点ＢＰ２およびレンズ側接点Ｌ
Ｐ２は、上記の動作電圧に対応する接地端子である。
【００２３】
　以下の説明では、ボディ側接点ＢＰ１およびレンズ側接点ＬＰ１により構成される信号
線を、信号線Ｖ３３と呼ぶ。また、ボディ側接点ＢＰ２およびレンズ側接点ＬＰ２により
構成される信号線を、信号線ＧＮＤと呼ぶ。
【００２４】
　ボディ側接点ＢＰ３，ＢＰ４，ＢＰ５，およびＢＰ６はコマンドデータ通信と称するデ
ータ通信を行うための接点である。これら４つのボディ側接点は、ボディ側第１通信部１
１７に接続されている。これら４つの接点にそれぞれ接続されるレンズ側接点ＬＰ３，Ｌ
Ｐ４，ＬＰ５，およびＬＰ６は、レンズ側第１通信部２１７に接続されている。ボディ側
第１通信部１１７とレンズ側第１通信部２１７は、これら４つのボディ側接点および４つ
のレンズ側接点を介して信号の授受を行うことによりデータ通信を行う。ボディ側第１通
信部１１７とレンズ側第１通信部２１７が行うデータ通信（コマンドデータ通信）の内容
については、後に詳述する。
【００２５】
　ボディ側第１通信部１１７およびレンズ側第１通信部２１７は、各接点から入力される
信号の信号レベルが所定の基準レベル（例えば２．０Ｖ）以上であった場合に、当該入力
信号が真理値「真」（１、Ｈ、Ｈｉｇｈ等とも称する）を表していると判断する。また、
各接点から入力される信号の信号レベルが上記の基準レベルとは別個に設定される所定の
基準レベル（例えば０．８Ｖ）以下であった場合に、当該入力信号が真理値「偽」（０、
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Ｌ、Ｌｏｗ等とも称する）を表していると判断する。ボディ側第２通信部１１８およびレ
ンズ側第２通信部２１８についても同様である。
【００２６】
　ボディ側接点ＢＰ６は、カメラボディ１００内においてプルアップ抵抗Ｒ１を介して電
源Ｖｃｃ（例えば５Ｖ）に接続されている。すなわち、ボディ側接点ＢＰ６はプルアップ
されている。他方、レンズ側接点ＬＰ６は、交換レンズ２００内においてプルダウン抵抗
Ｒ２を介して接地されている。すなわち、レンズ側接点ＬＰ６はプルダウンされている。
【００２７】
　プルアップ抵抗Ｒ１およびプルダウン抵抗Ｒ２の抵抗値は、交換レンズ２００にカメラ
ボディ１００が取り付けられ且つレンズ側第１通信部２１７によるデータ通信が行われて
いない場合に、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｌに対応する信号レベル（例え
ば０．８Ｖ以下の信号レベル）になるよう定められる。例えば、Ｒ１＝１０ｋΩ、Ｒ２＝
１００Ωである。
【００２８】
　また、ボディ側マウント部１０１に交換レンズ２００が取り付けられていない場合には
、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｈに対応する信号レベル（例えば２．０Ｖ以
上）になる。これは、ボディ側接点ＢＰ６がプルアップされていることによる。
【００２９】
　ボディ側接点ＢＰ６にはレンズ着脱検知部１１９が接続されている。レンズ着脱検知部
１１９は、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルに基づいて交換レンズ２００の着脱を検知す
る。レンズ着脱検知部１１９による着脱の検知については後に詳述する。
【００３０】
　なお以下の説明では、ボディ側接点ＢＰ３およびレンズ側接点ＬＰ３により構成される
信号線を、信号線ＣＬＫと呼ぶ。同様に、ボディ側接点ＢＰ４およびレンズ側接点ＬＰ４
により構成される信号線を信号線ＢＤＡＴと、ボディ側接点ＢＰ５およびレンズ側接点Ｌ
Ｐ５により構成される信号線を信号線ＬＤＡＴと、ボディ側接点ＢＰ６およびレンズ側接
点ＬＰ６により構成される信号線を信号線ＲＤＹと呼ぶ。
【００３１】
　ボディ側接点ＢＰ７，ＢＰ８，ＢＰ９，およびＢＰ１０はホットライン通信と称するデ
ータ通信を行うための接点である。これら４つのボディ側接点は、ボディ側第２通信部１
１８に接続されている。これら４つの接点にそれぞれ接続されるレンズ側接点ＬＰ７，Ｌ
Ｐ８，ＬＰ９，およびＬＰ１０は、レンズ側第２通信部２１８に接続されている。ボディ
側第２通信部１１８とレンズ側第２通信部２１８は、これら４つのボディ側接点および４
つのレンズ側接点を介して信号の授受を行うことによりデータ通信を行う。ボディ側第２
通信部１１８とレンズ側第２通信部２１８が行うデータ通信（ホットライン通信）の内容
については、後に詳述する。
【００３２】
　なお以下の説明では、ボディ側接点ＢＰ７およびレンズ側接点ＬＰ７により構成される
信号線を、信号線ＨＲＥＱと呼ぶ。同様に、ボディ側接点ＢＰ８およびレンズ側接点ＬＰ
８により構成される信号線を信号線ＨＡＮＳと、ボディ側接点ＢＰ９およびレンズ側接点
ＬＰ９により構成される信号線を信号線ＨＣＬＫと、ボディ側接点ＢＰ１０およびレンズ
側接点ＬＰ１０により構成される信号線を信号線ＨＤＡＴと呼ぶ。
【００３３】
　ボディ側接点ＢＰ１１およびＢＰ１２は、カメラボディ１００内の第２電源回路１２１
に接続されている。第２電源回路１２１は、ボディ側接点ＢＰ１２に、レンズ駆動部２１
２の駆動電圧を供給する。すなわち、ボディ側接点ＢＰ１２およびレンズ側接点ＬＰ１２
からは、レンズ駆動部２１２の駆動電圧が供給される。ボディ側接点ＢＰ１１は、上記の
駆動電圧に対応する接地端子である。すなわち、ボディ側接点ＢＰ１１およびレンズ側接
点ＬＰ１１の電圧は、上記の駆動電圧に対応する接地電圧である。
【００３４】
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　以下の説明では、ボディ側接点ＢＰ１１およびレンズ側接点ＬＰ１１により構成される
信号線を、信号線ＰＧＮＤと呼ぶ。また、ボディ側接点ＢＰ１２およびレンズ側接点ＬＰ
１２により構成される信号線を、信号線ＢＡＴと呼ぶ。
【００３５】
　なお、ボディ側接点ＢＰ１１およびレンズ側接点ＬＰ１１を流れる電流の最大値と最小
値との差は、ボディ側接点ＢＰ２およびレンズ側接点ＬＰ２を流れる電流の最大値と最小
値との差よりも大きくなっている。これは、アクチュエータ等の駆動系を有するレンズ駆
動部２１２が消費する電力が、交換レンズ２００内のレンズ側制御部２０３等の電子回路
に比べて大きいこと、ならびに、フォーカシングレンズ２１０ｂを駆動する必要がない場
合にはレンズ駆動部２１２が電力を消費しないことに拠る。
【００３６】
（コマンドデータ通信の説明）
　レンズ側第１通信部２１７は、レンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６、すなわち信号線ＣＬＫ，
ＢＤＡＴ，ＬＤＡＴ，およびＲＤＹを介して、ボディ側第１通信部１１７とのデータ通信
を行う。このデータ通信は例えば１６ミリ秒毎に繰り返し行われる。また、このデータ通
信では、ボディ側第１通信部１１７からの制御データの受信とボディ側第１通信部１１７
への応答データの送信とが並行して行われる。以下、レンズ側第１通信部２１７とボディ
側第１通信部１１７との間で行われる通信の詳細を説明する。
【００３７】
　なお、本実施形態において、レンズ側第１通信部２１７とボディ側第１通信部１１７と
の間で行われる通信をコマンドデータ通信と称する。
【００３８】
　図４は、コマンドデータ通信の例を示すタイミングチャートである。ボディ側第１通信
部１１７およびレンズ側第１通信部２１７がデータ通信を行っていない場合（図４の時刻
Ｔ１より前）、信号線ＲＤＹの信号レベルは、真理値Ｌに対応する信号レベルとなってい
る。
【００３９】
　ボディ側第１通信部１１７はコマンドデータ通信の開始時（Ｔ１）、まず信号線ＲＤＹ
の信号レベルを確認する。信号線ＲＤＹの信号レベルはレンズ側第１通信部２１７の通信
可否を表している。すなわち、レンズ側第１通信部２１７は、レンズ側接点ＬＰ６に、レ
ンズ側第１通信部２１７がデータ通信を行える状態か否かを表す信号を送信する。この信
号は、データ信号でもクロック信号でもない信号である。レンズ側第１通信部２１７がデ
ータ通信を行えない状態であれば、レンズ側接点ＬＰ６からはＨ（Ｈｉｇｈ）レベルの信
号が出力される。ボディ側第１通信部１１７は、信号線ＲＤＹがＨレベルである場合、こ
れがＬレベルになるまで通信を開始しない。また、通信中の次の処理を実行しない。
【００４０】
　信号線ＲＤＹがＬ（Ｌｏｗ）レベルであれば、ボディ側第１通信部１１７はボディ側接
点ＢＰ３からクロック信号４０１を出力する。ボディ側第１通信部１１７はこのクロック
信号４０１に同期して、ボディ側接点ＢＰ４から制御データの前半部分であるボディ側コ
マンドパケット信号４０２を出力する。また、信号線ＣＬＫにクロック信号４０１が出力
されると、レンズ側第１通信部２１７はクロック信号４０１に同期してレンズ側接点ＬＰ
５から応答データの前半部分であるレンズ側コマンドパケット信号４０３を出力する。　
【００４１】
　レンズ側第１通信部２１７は、レンズ側コマンドパケット信号４０３の送信完了に応じ
て、信号線ＲＤＹの信号レベルをＨレベルにする（Ｔ２）。レンズ側制御部２０３は、受
信したボディ側コマンドパケット信号４０２の内容に応じた処理である第１制御処理４０
４を開始する。例えば受信したボディ側コマンドパケット信号４０２が特定のデータを要
求する内容であった場合、レンズ側制御部２０３は第１制御処理４０４として、当該デー
タを生成する処理を実行する。
【００４２】
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　レンズ側制御部２０３は第１制御処理４０４が完了すると、レンズ側第１通信部２１７
に第１制御処理４０４の完了を通知する。レンズ側第１通信部２１７はこの通知に応じて
、レンズ側接点ＬＰ６からＬレベルの信号を出力する（Ｔ３）。ボディ側第１通信部１１
７はこの信号レベルの変化に応じて、ボディ側接点ＢＰ３からクロック信号４０５を出力
する。ボディ側第１通信部１１７はこのクロック信号４０５に同期して、ボディ側接点Ｂ
Ｐ４から制御データの後半部分であるボディ側データパケット信号４０６を出力する。ま
た、信号線ＣＬＫにクロック信号４０５が出力されると、レンズ側第１通信部２１７はク
ロック信号４０５に同期してレンズ側接点ＬＰ５から応答データの後半部分であるレンズ
側データパケット信号４０７を出力する。
【００４３】
　レンズ側第１通信部２１７は、レンズ側データパケット信号４０７の送信完了に応じて
、信号線ＲＤＹの信号レベルを再びＨレベルにする（Ｔ４）。レンズ側制御部２０３は、
受信したボディ側コマンドパケット信号４０２およびボディ側データパケット信号４０６
の内容に応じた処理である第２制御処理４０８を開始する。例えば受信したボディ側コマ
ンドパケット信号４０２が、フォーカシングレンズ２１０ｂの駆動指示であり、受信した
ボディ側データパケット信号４０６がフォーカシングレンズ２１０ｂの駆動量であった場
合、レンズ側制御部２０３は第２制御処理４０８として、フォーカシングレンズ２１０ｂ
を当該駆動量だけ駆動する処理を実行する。
【００４４】
　レンズ側制御部２０３は第２制御処理４０８が完了すると、レンズ側第１通信部２１７
に第２制御処理４０８の完了を通知する。レンズ側第１通信部２１７はこの通知に応じて
、レンズ側接点ＬＰ６からＬレベルの信号を出力する（Ｔ５）。
【００４５】
　上述した時刻Ｔ１～時刻Ｔ５に行われた通信が、１回のコマンドデータ通信である。上
述のように、１回のコマンドデータ通信では、ボディ側制御部１０３およびボディ側第１
通信部１１７により、ボディ側コマンドパケット信号４０２およびボディ側データパケッ
ト信号４０６がそれぞれ１つずつ送信される。すなわち、処理の都合上２つに分割されて
送信されるものの、ボディ側コマンドパケット信号４０２およびボディ側データパケット
信号４０６は２つ合わせて１つの制御データを構成する。
【００４６】
　同様に、１回のコマンドデータ通信では、レンズ側制御部２０３およびレンズ側第１通
信部２１７によりレンズ側コマンドパケット信号４０３およびレンズ側データパケット信
号４０７がそれぞれ１つずつ送信される。すなわち、レンズ側コマンドパケット信号４０
３およびレンズ側データパケット信号４０７は２つ合わせて１つの応答データを構成する
。
【００４７】
　以上のように、レンズ側第１通信部２１７は、ボディ側第１通信部１１７からの制御デ
ータの受信と、ボディ側第１通信部１１７への応答データの送信とを並行して行う。
【００４８】
　上述したように、コマンドデータ通信に用いられる４つの信号線（ＣＬＫ、ＢＤＡＴ、
ＬＤＡＴ、ＲＤＹ）には、レンズ側第１通信部２１７およびボディ側第１通信部１１７に
より種々の信号が出力される。図４を参照すれば明らかな通り、これらの信号のうちで信
号レベルの変化が最も少ない信号は、レンズ側第１通信部２１７により信号線ＲＤＹに出
力される信号である。すなわち、レンズ側第１通信部２１７は、カメラボディ１００との
コマンドデータ通信において、４つのレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６のうちレンズ側接点Ｌ
Ｐ６の信号レベルの変化が最も少なくなるようレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６を制御する。
【００４９】
　なお、上述した第１制御処理４０４および第２制御処理４０８に関しては、徒にカメラ
全体の処理が滞らないよう、それらの制御処理に要する時間に対して、所定の規定（制限
／上限）時間が、レンズ側制御部２０３のメモリ内に予め設けられている。コマンドデー
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タ通信において、レンズ側で行われる制御処理（作業）は、通常（レンズ側が正常動作し
ている場合）であれば、約数百マイクロ秒～数ミリ秒程度で終えるよう構成されている。
このため上記の規定時間として、コマンドデータ通信におけるレンズ側での作業時間に、
ある程度のマージン時間を加えた時間が、設定されている。本実施形態では、この規定時
間として、例えば、数１０ミリ秒～数１００ミリ秒の範囲の中で、適切な値にチューニン
グされている。つまり、レンズ側制御部２０３は、図４に示した期間Ｔ２３およびＴ４５
が上記の規定時間を上回らないように制御する。換言すると、レンズ側第１通信部２１７
は、レンズ側マウント部２０１にカメラボディ１００が取り付けられている間（換言すれ
ば、カメラボディ１００からレンズ制御部２０３に対して動作電力が供給されている間）
は、レンズ側接点ＬＰ６の信号レベルが上記の規定時間以上連続して真理値Ｈに対応する
信号レベルにならないようにレンズ側接点ＬＰ６を制御する。
【００５０】
（ホットライン通信の説明）
　レンズ側第２通信部２１８は、レンズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０、すなわち信号線ＨＲＥ
Ｑ，ＨＡＮＳ，ＨＣＬＫ，およびＨＤＡＴを介して、ボディ側第２通信部１１８へレンズ
位置データを送信する。以下、レンズ側第２通信部２１８とボディ側第２通信部１１８と
の間で行われる通信の詳細を説明する。
【００５１】
　なお、本実施形態において、レンズ側第２通信部２１８とボディ側第２通信部１１８と
の間で行われる通信をホットライン通信と称する。
【００５２】
　図５は、ホットライン通信の例を示すタイミングチャートである。本実施形態のボディ
側制御部１０３は、ホットライン通信を第２の所定周期Ｔｎ（本実施形態では例えば１ミ
リ秒）毎に開始するように構成されている。この周期は、コマンドデータ通信を行う周期
よりも短い。図５（ａ）は、ホットライン通信が所定周期Ｔｎ毎に繰り返し実行されてい
る様子を示す図である。繰り返し実行されるホットライン通信のうち、ある１回の通信の
期間Ｔｘを拡大した様子が図５（ｂ）に示されている。以下、図５（ｂ）のタイミングチ
ャートに基づいて、ホットライン通信の手順を説明する。
【００５３】
　ボディ側第２通信部１１８はホットライン通信の開始時（Ｔ６）、まずボディ側接点Ｂ
Ｐ７からＬレベルの信号を出力する。レンズ側第２通信部２１８は、この信号がレンズ側
接点ＬＰ７に入力されたことをレンズ側制御部２０３に通知する。レンズ側制御部２０３
はこの通知に応じて、レンズ位置データを生成する生成処理５０１の実行を開始する。生
成処理５０１とは、レンズ側制御部２０３がレンズ位置検出部２１３にフォーカシングレ
ンズ２１０ｂの位置を検出させ、検出結果を表すレンズ位置データを生成する処理である
。
【００５４】
　レンズ側制御部２０３が生成処理５０１を実行完了すると、レンズ側第２通信部２１８
はレンズ側接点ＬＰ８からＬレベルの信号を出力する（Ｔ７）。ボディ側第２通信部１１
８は、この信号がボディ側接点ＢＰ８に入力されたことに応じて、ボディ側接点ＢＰ９か
らクロック信号５０２を出力する。レンズ側第２通信部２１８はこのクロック信号５０２
に同期して、レンズ側接点ＬＰ１０からレンズ位置データを表すレンズ位置データ信号５
０３を出力する。
【００５５】
　レンズ位置データ信号５０３の送信が完了すると、レンズ側第２通信部２１８はレンズ
側接点ＬＰ８からＨレベルの信号を出力する（Ｔ８）。ボディ側第２通信部１１８は、こ
の信号がボディ側接点ＢＰ８に入力されたことに応じて、レンズ側接点ＬＰ７からＨレベ
ルの信号を出力する（Ｔ９）。
【００５６】
　上述した時刻Ｔ６～時刻Ｔ９に行われた通信が、１回のホットライン通信である。上述
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のように、１回のホットライン通信では、レンズ側制御部２０３およびレンズ側第２通信
部２１８により、レンズ位置データ信号５０３が１つ送信される。
【００５７】
　ホットライン通信に用いられる４つのレンズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０のうち、レンズ側
接点ＬＰ７、ＬＰ８には、クロック信号でもデータ信号でもない信号が出力される。これ
ら２つのレンズ側接点の信号レベルの変化は、コマンドデータ通信に用いられるレンズ側
接点ＬＰ６よりも多くなる。これは、ホットライン通信がコマンドデータ通信に比べてよ
り短い周期で実行されるためである。
【００５８】
　例えばコマンドデータ通信が１６ミリ秒毎に、ホットライン通信が１ミリ秒毎にそれぞ
れ実行されるとしたとき、レンズ側接点ＬＰ６の信号レベルの変化は１６ミリ秒につき４
回となる。他方、ホットライン通信は例えば１ミリ秒毎に実行され、レンズ側接点ＬＰ７
、ＬＰ８における１回の通信当たりの信号レベルの変化はそれぞれ２回であるので、１６
ミリ秒につき信号レベルがそれぞれ３２回変化することとなる。
【００５９】
　換言すると、レンズ側第１通信部２１７は、カメラボディ１００とのコマンドデータ通
信およびホットライン通信において、レンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ１０のうちレンズ側接点
ＬＰ６の信号レベルの変化が最も少なくなるようレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６を制御する
。
【００６０】
　なお、コマンドデータ通信とホットライン通信は同時並行的に実行することが可能であ
る。すなわち、レンズ側第１通信部２１７とレンズ側第２通信部２１８との一方は、その
他方がカメラボディ１００と通信を行っている場合であってもカメラボディ１００と通信
を行うことが可能である。
【００６１】
（交換レンズの着脱検知の説明）
　図６（ａ）は、レンズ着脱検知部１１９が交換レンズ２００の装着を検知する様子を示
したタイミングチャートである。カメラボディ１００に交換レンズ２００が取り付けられ
ていない場合、ボディ側接点ＢＰ６がプルアップされているため（図３）、ボディ側接点
ＢＰ６の信号レベルは真理値Ｈに対応する信号レベルとなる。ここで交換レンズ２００が
取り付けられると、レンズ側接点ＬＰ６がプルダウンされているため（図３）、ボディ側
接点ＢＰ６の信号レベルは真理値Ｌに対応する信号レベルになる（Ｔ１０）。レンズ着脱
検知部１１９はこのように、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｌに対応する信号
レベルになった場合に交換レンズ２００の取り付けを検知する。そしてボディ側制御部１
０３は、交換レンズ２００のカメラボディ１００への取り付けを検知すると、交換レンズ
２００への給電を開始し、また交換レンズ２００との間の通信動作を開始する。
【００６２】
　図６（ｂ）は、レンズ着脱検知部１１９が交換レンズ２００の取り外しを検知する様子
を示したタイミングチャートである。カメラボディ１００から交換レンズ２００が取り外
されると、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルは再び真理値Ｈに対応する信号レベルとなる
（Ｔ１１）。この時点ではレンズ着脱検知部１１９は、この信号レベルの変化が、レンズ
側第１通信部２１７が信号線ＲＤＹに信号を出力したことによって引き起こされたものな
のか、あるいは交換レンズ２００が取り外されたことによって引き起こされたものなのか
を区別することができない。
【００６３】
　レンズ着脱検知部１１９は、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｈに対応する信
号レベルとなったとき、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルがそのような信号レベルを上述
の規定時間（図４での説明にて既述）以上維持するか否かを見極める。
【００６４】
　仮に時刻Ｔ１１において発生した信号レベルの変化がレンズ側第１通信部２１７による
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ものであるとすれば、時刻Ｔ１１から上記の規定時間が経過する前に、ボディ側接点ＢＰ
６の信号レベルは真理値Ｌに対応する信号レベルに戻るはずである。他方、ボディ側接点
ＢＰ６の信号レベルが上記の規定時間を経過してもなお真理値Ｈに対応する信号レベルの
ままであったとすれば、これは交換レンズ２００が取り外されたことによる信号レベルの
変化であると判断することができる。従ってレンズ着脱検知部１１９は、時刻Ｔ１１から
所定時間Ｔ１１１２が経過した時刻Ｔ１２において、交換レンズ２００の取り外しを検知
する。
【００６５】
　レンズ着脱検知部１１９はこのように、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが、上述の規
定時間以上連続して真理値Ｈに対応する信号レベルであった場合に、交換レンズ２００の
取り外しを検知する。なお本実施形態では、レンズ着脱検知部１１９が、交換レンズの取
り外しを検知（判断）するための判断基準となる期間（時間）である、ボディ側接点ＢＰ
６の信号レベルが真理値Ｈに対応する信号レベルを維持（継続）する期間を、「規定時間
以上」としている。この「規定時間以上」とは、上記規定時間そのものであっても良いし
、上記規定時間よりも長め（例えば規定時間の数倍程度くらいまで）であっても良い。
【００６６】
　なお、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが、上記規定時間以上連続して真理値Ｈに対応
する信号レベルになるケースとしては、上述の交換レンズ２００の取外し以外のケースも
考えられる。例えば、交換レンズは装着したままであるが交換レンズ側がハングアップし
ているようなケースや、或いは通信接点不良のケースなどである。カメラボディ１００の
ボディ側制御部１０３としては、何れの理由（要因）に基づくケースであっても、ボディ
側接点ＢＰ６の信号レベルが上記規定時間以上連続して真理値Ｈに対応する信号レベルに
なっていることを検知すると、交換レンズ２００への給電を遮断する処理を行う。
【００６７】
　これにより上述のハングアップや通信接点不良などのケースで、交換レンズ側の信号線
ＲＤＹの信号レベルがＨレベルに維持され続けている場合であっても、カメラ側から交換
レンズ側への給電が一旦オフされるため、これによりレンズ側制御部２０３の動作が停止
し、レンズ側接点ＬＰ６はプルダウン抵抗Ｒ２を介してレベルになる。つまり交換レンズ
側の信号線ＲＤＹの信号レベルがＬレベルになるので、カメラボディ１００は図６（ａ）
で説明したのと同様の振る舞いをする。すなわち、カメラボディ側のレンズ着脱検知部１
１９は、交換レンズが再装着された状態になったと認識し、そしてボディ側制御部１０３
が交換レンズ２００への給電や通信を開始する。
【００６８】
　上述した第１の実施の形態によるカメラシステムによれば、次の作用効果が得られる。
（１）交換レンズ２００は、レンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６を介してカメラボディ１００と
の間で信号の授受を行うことによりカメラボディ１００とのデータ通信を行うレンズ側第
１通信部２１７を備える。レンズ側接点ＬＰ６は、カメラボディ１００が着脱検知に用い
るボディ側接点ＢＰ６に接続され、レンズ側第１通信部２１７は、レンズ側接点ＬＰ６に
データ信号でもクロック信号でもない信号を出力すると共に、レンズ側マウント部２０１
にカメラボディ１００が取り付けられている場合、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが所
定時間以上連続して真理値Ｈに対応する信号レベルにならないようにレンズ側接点ＬＰ６
を制御する。レンズ側接点ＬＰ６は、カメラボディ１００が取り付けられ且つレンズ側第
１通信部２１７によるデータ通信が行われていない場合、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベ
ルが真理値Ｌに対応する信号レベルになるよう構成される。このようにしたので、簡易な
通信手順のままでレンズの着脱検知を行うことができる。
【００６９】
（２）カメラボディ１００は、ボディ側接点ＢＰ３～ＢＰ６を介して交換レンズ２００と
の間で信号の授受を行うことにより交換レンズ２００とのデータ通信を行うボディ側第１
通信部１１７と、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルに基づいて交換レンズ２００の着脱を
検知するレンズ着脱検知部１１９とを備える。ボディ側接点ＢＰ６は、レンズ側接点ＬＰ
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３～ＬＰ６のうち、データ信号でもクロック信号でもない信号が交換レンズ２００から出
力されるレンズ側接点ＬＰ６に接続されると共に、ボディ側マウント部１０１に交換レン
ズ２００が取り付けられていない場合には信号レベルが真理値Ｈに対応する信号レベルに
なり、ボディ側マウント部１０１に交換レンズ２００が取り付けられ且つボディ側第１通
信部１１７による通信が行われていない場合には信号レベルが真理値Ｌに対応する信号レ
ベルになるよう構成される。ボディ側第１通信部１１７は、ボディ側マウント部１０１に
交換レンズ２００が取り付けられている場合、ボディ側接点ＢＰ６を介して、所定時間以
上連続して真理値Ｈに対応する信号レベルになることのない信号を受信し、レンズ着脱検
知部１１９は、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが所定時間以上連続して真理値Ｈに対応
する信号レベルであった場合に交換レンズ２００の取り外しを検知すると共に、ボディ側
接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｌに対応する信号レベルになった場合に交換レンズ２０
０の取り付けを検知する。このようにしたので、簡易な通信手順のままでレンズの着脱検
知を行うことができる。
【００７０】
（３）レンズ側第１通信部２１７は、カメラボディ１００とのデータ通信において、レン
ズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６のうちレンズ側接点ＬＰ６の信号レベルの変化が最も少なくなる
ようレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６を制御する。このようにしたので、レンズ側第１通信部
２１７とレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６との回路設計が容易になる。
【００７１】
（４）交換レンズ２００は、カメラボディ１００がホットライン通信のために有するボデ
ィ側接点ＢＰ７～ＢＰ１０にそれぞれ接続されるレンズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０と、レン
ズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０を介してカメラボディ１００とのデータ通信を行うレンズ側第
２通信部２１８とを備える。レンズ側第２通信部２１８は、カメラボディ１００とのデー
タ通信において、レンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ１０のうちレンズ側接点ＬＰ６の信号レベル
の変化が最も少なくなるようレンズ側接点ＬＰ３～ＬＰ６を制御する。このようにしたの
で、レンズ側第１通信部２１７およびレンズ側第２通信部２１８の回路設計が容易になる
。
【００７２】
（５）レンズ側接点ＬＰ６は、交換レンズ２００内においてプルダウン抵抗Ｒ２を介して
接地される。このようにしたので、カメラボディ１００への交換レンズ２００の装着時に
ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｌに対応する信号レベルに変化し、レンズ着脱
検知部１１９による装着検知が可能となる。
【００７３】
（第２の実施の形態）
　図７は、第２の実施の形態に係るカメラシステムを示した斜視図である。本実施形態の
カメラシステム２は、カメラボディ１００と、カメラボディ１００に着脱可能な中間アダ
プタ７００と、中間アダプタ７００に着脱可能な交換レンズ６００とから構成される。な
お、以下の説明において、第１の実施の形態と同一の部材等については第１の実施の形態
と同一の符号を付し、説明を省略する。
【００７４】
　交換レンズ６００は、カメラボディ１００とはマウント規格の異なるカメラボディに着
脱可能な交換レンズである。すなわち、交換レンズ６００のレンズ側マウント部６０１は
、カメラボディ１００のボディ側マウント部１０１とはマウント規格が異なっているため
に取り付けることはできない。また、交換レンズ６００のレンズ側マウント部６０１近傍
には、複数の接点が設けられた保持部６０２が、図１に示した交換レンズ２００と同様に
存在するが、その形状はカメラボディ１００が有する保持部１０２とは異なっている。
【００７５】
　中間アダプタ７００は、以上のような交換レンズ６００をカメラボディ１００に装着す
るためのマウントアダプタである。具体的には、中間アダプタ７００の筐体は円筒形の形
状を有している。中間アダプタ７００の一方の側面には、ボディ側マウント部１０１に対
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応する（ボディ側マウント部１０１に対応するマウント規格である）第１マウント部７０
１が設けられている。中間アダプタ７００の他方の側面には、レンズ側マウント部６０１
に対応する（レンズ側マウント部６０１に対応するマウント規格である）第２マウント部
７０３が設けられている。なお、筐体の形状は円筒形の形状に限られるものではなく、他
の形状でもよい。第１マウント部７０１は、カメラボディ１００のボディ側マウント部１
０１に着脱可能に取り付けることができる。また、第２マウント部７０３は、交換レンズ
６００のレンズ側マウント部６０１に着脱可能に取り付けることができる。
【００７６】
　中間アダプタ７００の第１マウント部７０１の近傍（第１マウント部７０１の内周側）
の位置には、第１の実施の形態に係る交換レンズ２００と同様に、第１マウント部７０１
の内周側に部分的に突出する状態で、接点を保持する保持部７０２が設けられている。こ
の保持部７０２には複数の接点が設けられている。カメラボディ１００に中間アダプタ７
００が装着されると、複数の接点が設けられた保持部７０２が、複数の接点が設けられた
保持部１０２に電気的に且つ物理的に接続される。第１マウント部７０１および保持部７
０２はそれぞれ、第１の実施の形態に係るレンズ側マウント部２０１および保持部２０２
と同様の構成となっているので、これ以上の説明を省略する。
【００７７】
　また、中間アダプタ７００の第２マウント部７０３の近傍（第２マウント部７０３の内
周側）の位置には、第２マウント部７０３の内周側に部分的に突出する状態で、接点を保
持する保持部７０４が設けられている。この保持部７０４には複数の接点が設けられてい
る。交換レンズ６００のレンズ側マウント部６０１の近傍の位置には、接点を保持する保
持部６０２が設けられている。この保持部６０２には複数の接点が設けられている。中間
アダプタ７００に交換レンズ６００が装着されると、複数の接点が設けられた保持部６０
２が、複数の接点が設けられた保持部７０４に電気的に且つ物理的に接続される。
【００７８】
　カメラボディ１００は、第１の実施の形態において交換レンズ２００の着脱検知を行っ
ていたのと同様に、中間アダプタ７００の着脱検知を行う。つまり、中間アダプタ７００
の保持部７０２に設けられた各接点の構成は、第１の実施の形態に係る交換レンズ２００
の保持部２０２に設けられた各接点と同様に構成されている。例えば、保持部７０２には
第１の実施の形態で説明したように、レンズ側接点ＬＰ１～ＬＰ１２が設けられている。
中間アダプタ７００が取り付けられると、保持部７０２に設けられたレンズ側接点ＬＰ６
がプルダウンされているため、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベルは真理値Ｌに対応する信
号レベルになる。レンズ着脱検知部１１９はこのように、ボディ側接点ＢＰ６の信号レベ
ルが真理値Ｌに対応する信号レベルになった場合に中間アダプタ７００の取り付けを検知
する。そしてボディ側制御部１０３は、中間アダプタ７００のカメラボディ１００への取
り付けを検知すると、中間アダプタ７００への給電を開始し、また中間アダプタ７００と
の間の通信動作を開始する。中間アダプタ７００は、保持部７０４に設けられた各通信接
点を介して、交換レンズ６００とカメラボディ１００との通信を仲介する。
【００７９】
　更に、中間アダプタ７００は、不図示のアダプタ制御部を有している。このアダプタ制
御部は、上記交換レンズ２００のレンズ制御部２０３と同様に、ボディ制御部１０３との
間で通信動作を行うものである、またアダプタ制御部は中間アダプタ７００内に設けられ
ている被駆動部材（例えば交換レンズ６００内に設けられている絞り羽根を駆動するため
の絞り駆動レバー）の駆動制御を行ったりするものである。そしてアダプタ制御部は更に
、中間アダプタ７００がカメラボディ１００に装着されている間は、上記交換レンズ２０
０のレンズ側接点ＬＰ６の信号レベルに対して行われる制御と同様の制御を行う。すなわ
ち、アダプタ制御部は、第１マウント部７０１にカメラボディ１００が取り付けられてい
る間は、レンズ側接点ＬＰ６に対応する中間アダプタの接点の信号レベルが、上記の規定
時間以上連続して真理値Ｈに対応する信号レベルにならないように、レンズ側接点ＬＰ６
に対応する中間アダプタの接点を制御する。
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【００８０】
　また、カメラボディ１００から中間アダプタ７００が取り外されると、ボディ側接点Ｂ
Ｐ６の信号レベルは再び真理値Ｈに対応する信号レベルとなる。レンズ着脱検知部１１９
は、前述の規定時間を経過してもなおボディ側接点ＢＰ６の信号レベルが真理値Ｈに対応
する信号レベルのままであった場合には、交換レンズ２００の取り外しを検知する。
【００８１】
　上述した第２の実施の形態によるカメラシステムによれば、第１の実施の形態と同様の
作用効果を、中間アダプタにおいても得ることができる。
【００８２】
　次のような変形も本発明の範囲内であり、変形例の一つ、もしくは複数を上述の実施形
態と組み合わせることも可能である。
【００８３】
（変形例１）
　ホットライン通信において、レンズ側第２通信部２１８がレンズ位置データ以外のデー
タを送信するようにしてもよい。例えば、絞りの口径に関するデータや、ぶれ補正レンズ
の位置に関するデータを送信するようにしてもよい。
【００８４】
（変形例２）
　マニュアルフォーカスレンズなど、フォーカシングレンズ２１０ｂの位置が不要な場合
には、レンズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０およびレンズ側第２通信部２１８を省いてもよい。
レンズ着脱検知部１１９はボディ側接点ＢＰ６により交換レンズ２００の着脱検知を行う
ので、ホットライン通信に用いられるこれらのレンズ側接点ＬＰ７～ＬＰ１０が存在しな
い場合であっても正しく着脱検知を行うことが可能である。
【００８５】
（変形例３）
　上述の実施形態で示した構成とは異なる構成を有するレンズ交換可能なカメラシステム
にも、本発明を適用することが可能である。例えばカメラボディ内にミラーを有する、い
わゆる一眼レフレックスカメラにも本発明を適用することができ、上述の実施形態と同様
の効果を奏することが可能である。
【００８６】
（変形例４）
　第２の実施の形態において、中間アダプタは、所定の光学系を有する、いわゆるワイド
コンバータ（ワイコン）やテレコンバータ（テレコン）であってもよい。そのような構成
の一例として、図８にカメラシステム３を示す。カメラシステム３に含まれる中間アダプ
タ８００は、第１の実施の形態に係るカメラボディ１００と交換レンズ２００との間に装
着され、カメラボディ１００に対応する第３マウント部８０１と、交換レンズ２００に対
応する第４マウント部８０３とを有し、交換レンズ２００の光学系の焦点距離を所定の倍
率だけ長くする。このような中間アダプタ８００にも、本発明を適用することが可能であ
る。
【００８７】
　なお、図８において、第３マウント部８０１の近傍には、カメラボディ１００の保持部
１０２と接続される保持部８０２が設けられている。また、第４マウント部８０３の近傍
には、交換レンズ２００の保持部２０２と接続される保持部８０４が設けられている。こ
の場合、保持部８０２の各接点を、当該接点に入力（出力）された信号が、保持部８０４
の対応する各接点にスルー出力（入力）されるように構成してもよい。あるいは、中間ア
ダプタ８００内の不図示のマイクロプロセッサ（制御部）が、一方の保持部において通信
を行った後、その結果を他方の保持部において通信を行うことにより返すように構成して
もよい。この場合、保持部８０２の各接点は、第１の実施の形態における保持部２０２と
同様に構成される。例えば、着脱検知に用いられる端子は中間アダプタ８００の内部でプ
ルダウン抵抗を介して接地され、中間アダプタ８００内のマイクロプロセッサが第１の実
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は、第３マウント部８０１にカメラボディ１００が取り付けられている間は、レンズ側接
点ＬＰ６に対応する中間アダプタ８００の接点の信号レベルが、上記の規定時間以上連続
して真理値Ｈに対応する信号レベルにならないように、レンズ側接点ＬＰ６に対応する中
間アダプタ８００の接点を制御する。
【００８８】
（変形例５）
　上述した各実施の形態では、本発明をカメラボディに着脱可能な交換レンズや中間アダ
プタ等に適用していた。本発明は、カメラボディに着脱可能な、交換レンズや中間アダプ
タ以外のアクセサリーに対しても適用することが可能である。
【００８９】
　本発明の特徴を損なわない限り、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、
本発明の技術的思想の範囲内で考えられるその他の形態についても、本発明の範囲内に含
まれる。
【符号の説明】
【００９０】
１、２、３…カメラシステム、１００…カメラボディ、１０１…ボディ側マウント部、１
０２、２０２、６０２、７０２、７０４、８０２、８０４…保持部、１０３…ボディ側制
御部、１１７…ボディ側第１通信部、１１８…ボディ側第２通信部、１１９…レンズ着脱
検知部、２００、６００…交換レンズ、２０１、６０１…レンズ側マウント部、２０３…
レンズ側制御部、２１７…レンズ側第１通信部、２１８…レンズ側第２通信部、７００、
８００…中間アダプタ

【図１】 【図２】
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